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1．はじめに
わが国では，近年大雨による災害が増加している．その原因として，大気不安定，前線による
集中豪雨，および台風の暴風雨が高頻度で発生していることなど（気象庁）が挙げられる．最近
の降水で特に著しいものとしては，2014年8月15日から20日にかけて西日本から東日本の広い範
囲にもたらした降水がある．この降水現象では，大気の状態が不安定となり，局地的に雷を伴う
非常に激しい雨が観測された．特に，8月19日から20日にかけて局地的に降った猛烈な雨により，
最大1時間降水量101.0㎜の雨が観測された広島県広島市三入では，大規模な土砂災害が発生した
（気象庁）．広島県における被害状況は，消防庁によれば，死者75名，負傷者44名，住家全壊174
棟，半壊187棟，一部損壊143棟，床上浸水1,168棟，床下浸水3,097棟などであった．また，最近
に発生した事例としては，2015年9月7日から11日にかけて台風第18号及び台風から変わった低
気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響による，西日本から北日本にかけて広い範囲
の大雨がある．特に関東地方と東北地方では記録的な大雨となった（平成27年9月関東・東北豪
雨）．この3日間の最大1時間降水量は60～72㎜となり，被害状況は死者8名，負傷者46名，住家
全壊16棟，半壊9棟，一部損壊93棟，床上浸水7,159棟，床下浸水11,723棟などと報告されてい
る（消防庁速報値）．このような大雨による気象災害は，全国どこでも発生しうる．
福井県おいても，2004年7月18日の平成16年7月福井豪雨が記録にある．18日の朝から昼前に
かけて非常に激しい雨が降り，美山町では1時間に96㎜の猛烈な雨が観測され，福井市では18日
の日降水量197.5㎜を記録した．この豪雨により，福井市や美山町を流れる足羽川，清滝川などの
各地で堤防が決壊し，多数の浸水害が発生した．
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近年では特に「ゲリラ豪雨」と呼ばれる豪雨被害が多発している．また，普段私たちが生活し
ている中で，突然バケツをひっくり返したような短時間降雨も増えている．福井県衛生環境セン
ター（2011）によれば，福井，敦賀およびアメダス（三国，越廼，美山，今庄，大野，美浜，小
浜）の9地点の年間合計日数において，2001年からの10年間で，1時間最大降水量20㎜以上およ
び30㎜以上の日数に増加傾向があるという．そこで本研究では，福井県における日最大1時間降
水量5㎜以上の日の発生日数の特徴を詳細に明らかにし，1時間最大降水量30㎜以上の降雨強度
の高い降水の特徴を検討することを目的とする．
2．雨の強さと降り方
気象庁では，集中豪雨を「狭い範囲に数時間にわたり強く降り，100㎜から数100㎜の雨量をも
たらす雨」と定義している．また「狭い地域に集中的に降る豪雨のこと．多くは短時間であるが
2～3日続くこともある．量的な定義はない（新田，1996）．」としているものもある．さらに，津
口ら（2014）は，日本における「集中豪雨」を統計的に取り扱った研究はいくつかあるが，それ
ぞれの研究で集中豪雨の定義が異なっていることもあり，集中豪雨の特性・特徴を統一すること
は困難であるとしている．
一方，集中豪雨とほぼ同義として使われることが多い「ゲリラ豪雨」という用語もある．「ゲリ
ラ豪雨」は日本でのみ使われている言葉であり，集中豪雨と同じく気象学的に定義はない．2008
年に俗語として一般に広く使われるようになった言葉である．気象庁はゲリラ豪雨に類似するも
のとして「局地的大雨」を挙げ，「急に強く降り，数十分の短時間に狭い範囲に数十㎜程度の雨量
をもたらす雨」と定義している．集中豪雨よりも短時間で，予測困難，局地性，激甚性が高いも
のがゲリラ豪雨と呼ばれる降水現象である．
なお，本研究では，降水の強さについて，気象庁が作成した雨の強さと降り方に基づき，表 1
のとおりに区分した．
表1　本研究における降水の強さ区分
降水の強さ 日最大1時間雨量
弱 5㎜以上10㎜未満
やや強い 10㎜以上20㎜未満
強 20㎜以上30㎜未満
激しい 30㎜以上50㎜未満
非常に激しい 50㎜以上80㎜未満
猛烈 80㎜以上100㎜未満
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3．研究対象地域および使用データ
3－1．研究対象地点
本研究では三国，大野，敦賀，福井，名古屋，豊橋の 6地点を調査対象とした．いずれもアメ
ダス（AMeDAS：Automated Meteorological Data Acquisition System）が設置されている地点
である．福井県内の降水状況の地域差を明らかにするために，三国（県北部），福井（県中央部），
大野（県内陸部）および敦賀（県南部）の 4地点を用いた．また，日本海側地域と太平洋側地域
の降水特性の違いを比較するために，太平洋側地域では，愛知県内の名古屋および豊橋の 2地点
を用いた．以下，各地点の特徴について述べる．
福井県内地点のうち，三国は嶺北地方の福井平野北部に位置している．日本海に面しており，対
馬暖流の影響を受けて雪が少ない．福井は福井平野中央部に位置しており，観測点から海岸線ま
での距離は 20 ㎞程度であるが，海洋の影響は少なく内陸性の気候を示しているのが特徴である．
大野は奥越地方に位置し，四方を山に囲まれている．北陸山地型気候に分類され，気温が低く冬
季は降雪が多い．敦賀は嶺南地方に位置し，山陰海岸型気候に分類される．冬の降水量は少なく
温暖な気候である（福井地方気象台）．愛知県内地点について，名古屋は県西部に位置する濃尾平
野に広がる都市である．内陸性の気候を示し，冬季は関ヶ原の山間を通る季節風によって降雪が
しばしばある．豊橋は県南部の渥美半島の付け根に位置する．三河湾に面しており，梅雨期や台
風が接近・通過する際に南斜面を中心に大雨になる（名古屋地方気象台）．
3－2．使用データ
本研究に用いたデータは，各地地方気象台
およびアメダスで観測された前述の 6地点の
データである（図 1）．使用したデータ数は，
地点ごとに各項目に対して表 2に示すとおり
である．また，季節区分として，春季を3月，
4月，5月，夏季を6月，7月，8月，秋季を9
月，10月，11月，および冬季を12月，1月，
2月とした．さらに1日の時間区分は，6時～
12時を「朝」，12時～18時を「昼」，18時～
24 時を夜，24 時～ 6時を「未明及び明け方」
とした（表3）．
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図1　研究対象地域
•印はアメダス等観測点を表す
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表2　地点および使用データ数
地域 地点
日最大1時間降水量
毎時降水量
（日最大時間降水量30㎜以上）
期間 データ数 期間 データ数
福井県
三国
1995.1.1～
2014.1.1
6940
1995.1.1～
2011.12.31
15
大野 6936 21
敦賀 6939 21
福井 6941 20
愛知県
名古屋 6941 22
豊橋 6940 21
表3　季節および時間区分
季節区分 １日の時間区分
春　季 3月，4月，5月 朝 6時～12時
夏　季 6月，7月，8月 昼 12時～18時
秋　季 8月，9月，10月 夜 18時～24時
冬　季 11月，12月，1月 未明および明け方 24時～6時
4．結果および考察
4－1．地点別の日最大1時間降水特性
（1）通年における特性
日最大1時間降水量5㎜以上が観測された日数に基づいて，降水現象の地域特性を検討した．各
地点における日最大1時間降水量を10㎜毎（5㎜から10㎜までは5㎜毎）に区分し，その発生日
数をまとめたものを表4に示す．
「弱」の降水（5㎜以上10㎜未満）をみると，福井県4地点は愛知県2地点より250日前後多い．
一方，「やや強」（10㎜以上20㎜未満）および「強」（20㎜以上30㎜未満）の降水については，福
井県と愛知県の間で発生日数に大きな差は見られなかった．また，「激しい」（30 ㎜以上 50 ㎜未
満）の降水の発生日数によると，福井県のほうが多い傾向にあるが，「非常に激しい」および「猛
烈」（50㎜以上）の降水の日数となると，愛知県の方が多いといえる．つまり，50㎜以上の「非
常に激しい」および「猛烈」の降水は福井県では6回ほどであり，愛知県では18回である．1地
点あたりの平均発生日数を算出すると，福井県では1.5日，愛知県の9日となり，福井県における
50㎜以上の降水は愛知県と比較して発生頻度が低いと考えられる．これらのことから，福井県の
降水傾向は，「弱」（5㎜以上10㎜未満）の降水が発生しやすいことが示された．
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表4　日最大1時間降水量5㎜以上の日の発生日数（年間）（単位：日）
＊平成16年7月福井豪雨　2004年7月18日（最大1時間降水量75㎜）
＊＊平成20年8月末豪雨　2008年8月28日（大野64.5㎜，豊橋76㎜）8月29日（名古屋84㎜）
＊＊＊東海豪雨　2000年9月11日（97㎜）
日最大1時間時間降水量 福井 三国 大野 敦賀 豊橋 名古屋
弱 5㎜以上10㎜未満 707 669 657 706 413 440
やや強 10㎜以上20㎜未満 209 246 215 255 247 239
強 20㎜以上30㎜未満 60 49 58 50 68 56
激しい
30㎜以上40㎜未満 12 18 21 18 13 16
40㎜以上50㎜未満 10 6 4 9 3 4
非常に
激しい
50㎜以上60㎜未満 1 － － 1 5 6
60㎜以上70㎜未満 2 － 1＊＊ － 1 3
70㎜以上80㎜未満 1＊ － － － 1＊＊ －
猛烈
80㎜以上90㎜未満 － － － － － 1＊＊
90㎜以上100㎜未満 － － － － － 1＊＊＊
30㎜以上の合計 26 24 26 28 23 31
（2）季節における特性
日最大1時間降水量5㎜以上の発生日数の季節による違いについて，降水強度を区分し，季節ご
との発生日数を表 5に示した．この表に基づいて，季節ごとの降水現象についての地域性につい
て検討した．
春季では「弱」（5㎜以上10㎜未満）の降水について，敦賀を除いた福井県の3地点（福井，三
国，大野）の発生日数は150日前後，愛知県の2地点（名古屋，豊橋）ではおおよそ130日であり，
発生日数の差は年間を通してみた場合（表 4）と比較して小さくなった．この季節は，南から日
本列島に侵入する暖気と日本上空に存在する冬の名残の寒気がぶつかり合って生じる停滞前線が
影響しており，全国的に『菜種梅雨』の時期にあたる（気象庁）ためであると考えられる．また，
「やや強」，「強」および「激しい」（10㎜以上から50㎜未満）の降水については，福井県の3地点
では30日前後で発生しており，敦賀では40日発生した．一方，愛知県の2地点では，同区分の降
水は豊橋では76日，名古屋では50日と多く発生した．このことから，春季に福井県（特に福井，
三国および大野）では，10㎜未満の弱い降水が多く発生する傾向にあり，愛知県では福井県に比
べて強度が高い降水が多く発生する傾向にあるといえる．
夏季では，福井県の4地点において，「弱」および「やや強」の降水の発生日数がともに100日
を超えた．また，「強」および「激しい」降水は，他の季節と比べて夏季での発生日数が最も多
かった．さらに「非常に激しい」降水は福井と大野で観測された．一方，愛知県2地点では，「弱」
および「やや強」の降水は名古屋と豊橋との間で発生日数差はそれぞれ8日，25日となり，名古
屋の方が多くなった．また，両地点ともに「非常に激しい」降水が4日観測された．したがって，
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福井県，愛知県ともに，各地点の特徴として他の季節と比較して夏季に「激しい」降水が多く観
測されることがわかった．また，愛知県では，県の南部（豊橋）に比べて，内陸部（名古屋）で
5㎜以上の降水が観測される日が多い傾向であることがわかった．このような夏季の降水の特徴
は，梅雨前線の影響が大きい．梅雨前線上には水平距離1000㎞の間隔で低気圧が発生し，1日あ
たり約1000㎞の速度で東進する（宮澤，1991，浅井，1996）．このとき前線に向かって南からの
湿った空気が下層へ流れ込むため，前線の位置によっては，福井県および愛知県の両地域で降水
が生じやすい状態になる．福井県における事例として，2004年7月18日に発生した「平成16年7
月福井豪雨」の甚大な被害が記録としてあるが，これは活発な梅雨前線が北陸地方をゆっくりと
南下し，長時間留まったためであった（気象庁）．大野を除く福井地域の3地点は，海までの距離
が近く，海洋から侵入する空気と南東部の山地から吹き下ろすフェーンが収束しやすい地点であ
ると考えられる．このため比較的寒冷な湿った海上の風と高温乾燥した空気がぶつかり合って生
じる上昇気流による雨雲ができやすくなることも影響しうる．一方，夏季に降水日数が多くなっ
ているもう一つの原因として，梅雨のほかに台風の影響が考えられる．台風は平年では 7月から
9月にかけて日本列島に接近することが多く，上陸数は年間2.5回の北陸地方に比べて，東海地方
は3.3回で多い（気象庁）．したがって，愛知県については，梅雨前線の影響に加えて，夏季に発
生する台風が直接的に降水状況に影響していることが示唆される．
秋季では，降水区分「弱」をみると福井および三国では200日程度，大野および敦賀では180日
程度である．一方，愛知県2地点ではおおよそ110日で，福井県と愛知県の間に少なくとも70日
程度の日数差が生じた．福井県の4地点で見ると，「やや強」，「強」および「激しい」降水は，福
井および大野では85日前後，三国および敦賀では110日足らずで発生していた．一方，愛知県で
は，名古屋で92日，豊橋で107日観測された．愛知県における同区分の降水の発生日数は，福井
県と同様の傾向を示したが，「非常に激しい」降水をみると福井県よりも多く観測される傾向に
あった．秋季は日本列島を覆う寒気と暖気の優劣が入れ替わる期間である点が春季と類似してい
る．また，秋季は春季と同じように，周期的に天気が変化しやすく，長雨の時期があるという特
徴がある．この長雨は「秋霖」と呼ばれ，これをもたらす前線はいわゆる「秋雨前線」である．
この前線は長雨の原因となるだけでなく，秋に発生する台風と結びついて大雨をもたらす（大塚，
1968）．台風は春季にはみられない特徴であり，この点が春季と秋季の大きな違いである．秋季
は春季に比べて，6地点すべて（特に愛知県の2地点）において，20㎜以上の降水が多く観測され
た．これは，台風の発生が秋季において春季よりも強い降水が観測される原因のひとつであると
推測できる．
冬季では，降水「弱」の発生日数が，愛知県2地点のおおよそ4倍から6倍，福井県4地点のそ
れぞれで観測された．また，10㎜以上の降水をみると，福井県と愛知県の間に発生日数の明確な
差はみられない．これらのことから，冬季において福井県では愛知県に比べて「弱」の降水が観
測される日が特に多い傾向にある．この時季は大陸にある寒気の勢力が増し，日本列島を覆うよ
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うになる．日本海の水蒸気を含む湿った空気が山越えし，フェーン現象によって太平洋側には乾
燥したからっ風が吹くため，降水が少なくなる．これによって，日本海側の福井県では雨や雪が
多く，太平洋側の愛知県では少雨であるという相違が，表 5に示す降水区分「弱」において明確
に表れている．また，5㎜以上の降水の発生日数は福井県の4地点の中で敦賀が最も多い．敦賀は
湾岸に位置し，さらに南西方向に山地が存在する．つまり，その地形的特徴から雪雲が収束しや
すい地域であることを示唆する．
4－2．降雨強度が高い降水の特徴
（1）降雨強度が高い降水が発生する時間帯
災害を引き起こす可能性がある降水区分が「激しい」，「非常に激しい」および「猛烈」（日最大
降水量30㎜以上）である降水はどの時間帯に発生しているのだろうか．このことを明らかにする
ため，時間とともに変化する降水状況を調べた．解析期間は1995年1月1日から2011年12月31日
までの17年間である．また，解析地点は福井県内4地点（福井，大野，敦賀）および愛知県内2
地点（豊橋，名古屋）とした．解析期間内に日最大1時間降水量30㎜以上の激しい降水が発生し
た各日の毎時降水量データから得た経時変化を解析し，最大値が発生した時間帯を表 6にまとめ
た．なお，降雨強度は1時間あたりの降水量（㎜/h）を表す．
日最大1時間降水量50㎜以上の降水が発生した日について，夜の時間帯に発生する日数は全地
点を通して10日あり，他の時間帯に比べて多いことがわかった．一方，最も少ないのは朝の時間
帯であった．福井県では三国を除きそれぞれ 1回ずつ観測されたが，発生日数が少ないため強い
降水が発生する時間帯に地域的特徴を読み取ることは難しい．愛知県では，特に名古屋で夜の時
間帯に多く発生していた．
日最大1時間降水量40㎜以上50㎜未満の降水が発生した日については，全地点を通して未明お
よび明け方の時間帯に発生する場合が相対的に多いが，朝および夜，昼のそれぞれの時間帯にお
いても6日，4日あり，どの時間帯においても発生する可能性があるといえる．また，この降雨強
度で発生する降水は顕著な地点間の特徴はほとんど見られず，いずれの地点においてもいずれの
時間帯で発生することが考えられる．
日最大1時間降水量30㎜以上40㎜未満の降水が発生した日については，全地点の発生日数を合
計すると，朝の時間に発生した日が25日と最も多く，昼の時間帯に発生した日は13日と最も少な
くなった．日最大1時間降水量が30㎜以上40㎜未満の降雨強度区分で発生する頻度は，他の区分
と比較して相対的に高く，いずれの時間帯においても発生する可能性があることが示唆される．
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表5　季節ごとにおける日最大1時間降水量各値の発生日数
季節 区分 日最大1時間降水量 福井 三国 大野 敦賀 豊橋 名古屋
春季
弱 5㎜以上10㎜未満 156 150 145 129 131 135
やや強 10㎜以上20㎜未満 30 32 26 37 64 46
強 20㎜以上30㎜未満 1 2 2 3 11 3
激しい
30㎜以上40㎜未満 － － － － 1 1
40㎜以上50㎜未満 1 － 1 － － －
非常に
激しい
50㎜以上60㎜未満 － － － － － －
60㎜以上70㎜未満 － － － － － －
70㎜以上80㎜未満 － － － － － －
猛烈
80㎜以上90㎜未満 － － － － － －
90㎜以上100㎜未満 － － － － － －
夏季
弱 5㎜以上10㎜未満 119 128 143 115 131 139
やや強 10㎜以上20㎜未満 104 113 113 105 81 106
強 20㎜以上30㎜未満 42 31 46 29 34 41
激しい
30㎜以上40㎜未満 9 10 17 14 7 10
40㎜以上50㎜未満 6 3 2 5 1 1
非常に
激しい
50㎜以上60㎜未満 1 － － － 2 3
60㎜以上70㎜未満 1 － 1 － 1 1
70㎜以上80㎜未満 1 － － － 1 －
猛烈
80㎜以上90㎜未満 － － － － － －
90㎜以上100㎜未満 － － － － － 1
秋季
弱 5㎜以上10㎜未満 209 201 179 177 110 115
やや強 10㎜以上20㎜未満 67 81 68 82 82 72
強 20㎜以上30㎜未満 16 14 10 16 19 12
激しい
30㎜以上40㎜未満 3 8 4 4 4 5
40㎜以上50㎜未満 3 3 1 4 2 3
非常に
激しい
50㎜以上60㎜未満 － － － 1 3 3
60㎜以上70㎜未満 1 － － － － 2
70㎜以上80㎜未満 － － － － － －
猛烈
80㎜以上90㎜未満 － － － － － －
90㎜以上100㎜未満 － － － － － 1
冬季
弱 5㎜以上10㎜未満 223 190 198 285 41 51
やや強 10㎜以上20㎜未満 8 20 8 31 20 15
強 20㎜以上30㎜未満 1 2 － 2 4 －
激しい
30㎜以上40㎜未満 － － － － 1 －
40㎜以上50㎜未満 － － － － － －
非常に
激しい
50㎜以上60㎜未満 － － － － － －
60㎜以上70㎜未満 － － － － － －
70㎜以上80㎜未満 － － － － － －
猛烈
80㎜以上90㎜未満 － － － － － －
90㎜以上100㎜未満 － － － － － －
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全地点の発生傾向については，表6の各降水区分についての合計日数をみると，日最大1時間降
水量が30㎜以上40㎜未満で発生する可能性が75日で最も多いことが示された．また，各時間帯
における発生日数の合計は，昼の時間帯がやや低く，他の時間帯では同程度（33日）に発生する
ことがわかった．ただし，災害を引き起こす可能性が大きい50㎜以上の降雨強度の降水は，福井
県において頻繁に発生するとはいえないが，発生した場合にはどの時間帯でも発生する可能性が
ある．
（2）降水パターン
降雨強度が高い降水の発生について，1日間（0時～24時）分の毎時降水量の経時変化の解析か
ら，降水パターンの分類を試みた．その結果，以下の 3つのパターンに分けることができた．図
2にそれぞれの模式図を示す．
表6　毎時降水量が最大を示した時間帯と日数
降水量区分 地点 朝 昼 夜
未明および
明け方
合計（日）
50㎜以上
福井 － 1 － － 1
三国 － － － － 0
大野 － － 1 － 1
敦賀 1 － － 1 2
豊橋 － 2 3 1 6
名古屋 1 1 6 1 9
合計（日） 2 4 10 3 19
40㎜以上
50㎜未満
福井 3 1 － 4 8
三国 － － 2 1 3
大野 2 1 － － 3
敦賀 1 1 2 1 5
豊橋 － － 1 2 3
名古屋 － 1 1 2 4
合計（日） 6 4 6 10 26
30㎜以上
40㎜未満
福井 4 1 2 3 10
三国 6 1 3 2 12
大野 5 5 5 2 17
敦賀 3 2 4 6 15
豊橋 5 2 1 4 12
名古屋 2 2 2 3 9
合計（日） 25 13 17 20 75
合計（日） 33 21 33 33 120
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【パターンA：短くまとまった降水】
 期間中に極大値が一つだけみられる場合である．降り始めから降り終わりの時間幅はおよそ 3
時間から6時間程度で，極大値の前後数時間以外に全く降水が見られないことが多い．
【パターンB：断続的な短い降水】
 最大値を示す極大値の前後に極大値が複数確認される場合である．図2（b）は最大値の後に再
び極大値が現れるときの降水パターンを示している．極大値を伴う降水パターンは，一旦降り
止んでから数時間後に再び激しい降水が現れる．
【パターンC：長い時間続く降水】
 連続する降水の中で極大値が二つ以上連なっているように発生している場合である．最大値の
前後数時間の間に連続して降水が確認される．また，降り始めから降り終わりまでの時間幅は
おおよそ5時間から20時間と長時間となる．長い時間降り続き，降水の強弱を繰り返す．
（3）各地点における降水パターンの特徴
上記で分類した降水パターンについて，各地点における季節ごとおよび時間帯ごとにパターン
A，BおよびCの発生日数を求め，その特徴を検討した．表7は降水パターンについて，季節別の
（c）パターンC
（a）パターンA （b）パターンB
図2　降水パターンの模式図
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発生日数をまとめたものである．また，表8には各降水パターンにおける日最大1時間降水量を示
した時間帯別の発生日数を示した．
①　季節別の比較
パターンAは，福井県において夏季および秋季に発生していた．福井および敦賀の両地点での
夏季の発生日数は秋季より 3日以上多く発生し，三国および大野では夏季と秋季とではほぼ同じ
であった．一方，愛知県では相対的に秋季に発生する日数がわずかに多くなった．福井県では夏
季および秋季において，パターンAのような短くまとまった降水が生じやすい傾向であることが
示された．
パターンBは，パターンAと同様に福井県では夏季および秋季で発生することがわかった．特
に大野では夏季のみの発生であった．またこの傾向は愛知県においてもみられ，夏季よりも秋季
の方が多く発生した地点は福井のみであった．したがって，福井を除く福井県の3地点ではパター
ンBのような激しい降水が断続的に降ったり止んだりを繰り返すような日は夏季に多い傾向があ
るといえる．
表7　地点別降水パターンの季節別発生日数
降水パターン 地点 春 夏 秋 冬 年間の発生日数
A
三国 － 2 1 －
大野 － 2 2 －
福井 － 4 1 －
敦賀 － 7 2 －
豊橋 1 1 3 －
名古屋 1 2 3 －
Aの合計 2 18 12 0 32
B
三国 － 2 1 －
大野 － 5 － －
福井 － 1 3 －
敦賀 － 4 2 －
豊橋 － 4 2 －
名古屋 － 5 1 －
Bの合計 0 21 9 0 30
C
三国 － 4 5 －
大野 1 10 1 －
福井 1 9 1 －
敦賀 － 3 3 －
豊橋 － 6 3 1
名古屋 － 4 6 －
Cの合計 2 36 19 1 58
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パターンCは，福井および大野の2地点で夏季に10日程度発生し，また春季および秋季におい
ても 1日ずつ発生している．三国および敦賀では夏季における発生日数は多かったが，秋季にも
同程度発生していた．一方愛知県では，豊橋では夏季に6日発生し最も多く，冬季にも発生した．
名古屋では秋季に6日発生し，夏季にも4日発生していた．したがって福井県では，内陸部（福井
および大野）で夏季にパターンCのような長雨が続く場合が多く，福井県の沿岸部の地点（三国
および敦賀）では夏季と秋季における降水パターンは類似していることがわかった．また，愛知
県では沿岸部に位置する豊橋で夏季に多く発生し，内陸に位置する名古屋では秋季に多く発生す
る傾向にあるといえる．なお，冬季には豊橋を除く全地点において，いずれのパターンもほとん
ど発生しないことが示された．
②　降水パターンと日最大1時間降水量発生の時間帯の比較
パターンAおよびBについては，福井県の4地点でみると，時間帯別の発生日数は1～3日と少
なくばらついている．一方，愛知県の 2地点についても同様であり，発生時間帯には特徴はみら
表8　降水パターンの毎時降水量が最大値を示した時間帯
地点 朝 昼 夜
未明および
明け方
各パターン
の発生日数
A
三国 3 － － －
大野 1 3 － －
福井 1 － 1 3
敦賀 1 2 3 3
豊橋 1 2 － 2
名古屋 1 2 3 －
合計 8 9 7 8 32
B
三国 2 1 － －
大野 － 3 2 －
福井 2 1 － 1
敦賀 1 － 2 3
豊橋 1 － 3 2
名古屋 － － 3 3
合計 6 5 10 9 30
C
三国 2 1 4 2
大野 6 1 3 2
福井 5 1 1 4
敦賀 2 1 2 1
豊橋 3 2 2 3
名古屋 2 2 3 3
合計 20 8 15 15 58
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れなかった．このことから，解析期間中のパターンAおよびBの発生合計日数は30日程度と少な
いためはっきりしないが，両パターンの発生時間帯の傾向はいずれの地点においても類似してい
るといえる．
パターンCは，各地点において，すべての時間帯において発生していた．また，福井では未明
から朝にかけて4～5日，大野では朝の時間帯において6日の発生数があり，この時間帯に相対的
に発生しやすい傾向が示唆される．愛知県では，2地点ともいずれの時間帯においても同程度の
発生日数となった．また，パターンCは発生日数が58日であり，パターンAおよびBの発生日数
（32日および 30日）と比較して，2倍弱程度多くなった．したがって，全地点において，長い時
間降り続くパターンCのような降水状態の中で降雨強度の高い雨が多く発生する傾向であるとい
える．
③　最近17年間の発生傾向
近年の降水現象として，降水パターンA，BおよびCの発生日数が年とともにどのように変化し
てきているかについて調べた．表9は本研究で用いた解析データを前期（1995.1.1～2003.12.31：
9年間）および後期（2004.1.1～2011.12.31：8年間）に分け，6地点すべての各パターンの発生日
数をまとめたものである．
表9によると，3つのいずれのパターンにおいても，前期と比較して後期における発生日数の方
が，集計期間が短いにもかかわらず多くなることが示された．特にパターンBでは前期と比較し
て，後期では 2倍に増加している．つまり，近年の降水の特徴として，断続的な降水がある時間
帯に集中して生じる傾向といえる．このことは，最近の大雨による災害にも見られるように，局
地的ないわゆる「集中豪雨」あるいは「ゲリラ豪雨」の頻発によって引き起こされていることに
も現れている．
次に，各パターンの発生日数を地点ごとに前期と後期で比較した（図3）．
福井県では，三国においてパターンAとパターンCは増加した（図3（a），（c））が，パターン
Bは減少した．大野ではパターンCの増加が目立っており（図3（c）），長雨により降水量が増加
する可能性がある．福井ではパターンAとパターンBが増加し（図3（b）），パターンCが減少し
た（図3（3））．敦賀ではパターンA，B，Cのいずれも増加傾向にあり，特にパターンCの長い
時間降り続く降水が多く発生する傾向にあるといえる（図3（c））．一方，愛知県では，豊橋でパ
ターンBが前期で発生がみられなかったが，後期において急激に増加した．また，名古屋ではパ
ターンBが増加した．
全体として，近年における日最大1時間降水量30㎜以上の日の発生日数には増加傾向がみられ
た（表 9）．特に福井県では大野および敦賀，愛知県では豊橋における発生日数の変化が大きく
なった（図3（d））．しかしながら，全地点において，かならずしも各パターンの発生日数が前期
より後期が多くなっているわけではなく，発生日数の増減が地点によって様々であったことから
（図 3），降雨強度が高い降水が現れるときの各地点の降水パターン傾向を捉えるためには，さら
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にデータの蓄積と長期間データによる解析が必要である．
5．まとめ
本研究では，福井地域の降水特性と日最大1時間降水量30㎜以上の降水の発生傾向を明らかに
するため，福井県4地点の日最大1時間降水量5㎜以上の発生日数および毎時降水量のデータを愛
知県2地点との比較によって検討した．その結果，以下の知見が得られた．
（1）福井県では年間を通して日最大1時間降水量5㎜以上10㎜未満の「弱」の降水が最も発生し
やすい．一方，愛知県では「非常に激しい」および「猛烈」（50㎜以上）の降水の日数が多く，福
井県に比べて発生しやすい．
（2）季節別の降水の特徴について，福井県では，特に梅雨前線が発生する時期が含まれる夏季に
おいて日最大1時間降水量が30㎜以上の強い降水が発生する傾向であり，冬季において，日最大1
時間降水量10㎜未満の弱い降水が観測される日が多い．一方，愛知県では冬季における「弱」の
降水の発生日数は福井県の 4分の 1程度であり，冬季における日本海側と太平洋側の降水の特徴
が顕著に示された．
（3）日最大1時間降水量30㎜以上の強雨が発生するときの降水の時間変化パターンは以下の3つ
に分類できる．；パターンA：短く一つにまとまった降水，パターンB：断続的に降る短い降水，
パターンC：.長時間続く降水
（4）パターンA，BおよびCのそれぞれの発生傾向については，福井県内，特に福井および敦賀
においては夏季にパターンAが発生することが多い傾向である．パターンBは夏季に多く発生す
るが，福井では秋季に発生する傾向である．パターンCは，福井県において内陸部（福井および
大野）では夏季に多く，沿岸部（三国および敦賀）では夏季と秋季に同程度発生していた．
（5）近年における日最大1時間降水量30㎜以上の日の発生日数には増加傾向であり，特に福井県
では大野および敦賀，愛知県では豊橋において顕著であった．
表9　解析期間の前半と後半における各降水パターンの発生日数（単位：日）
降水パターン
前期
（1995.1.1～2003.12.31）
後期
（2004.1.1～2011.12.31）
合計
A 14 18 32
B 10 20 30
C 22 36 58
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